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ロシア（極東）

経済概況

　2011年第１四半期から第３四半期の極東地方の鉱工業生

産は対前年同期比9.8％増で、ロシア全体の伸び率を大き

く上回った。特に伸び率が高かった地域は、沿海地方（前

年同期比21.1％増、以下同じ）、アムール州（21.0％）であ

る。

　沿海地方の鉱工業生産は主に製造業（28.1％）の増加に

よるところが大きい。金属加工品や輸送機器などの生産が

ほぼ倍増のペースで伸びている。ウラジオストク市でソレ

ルス社が自動車生産を始めたのは2009年末で、事実上2010

年が生産１年目にあたる。同社の発表1によれば、2011年

の生産台数は25,100台となる見込みで、2010年の13,700台

を83％上回るという。また、相変わらず建設投資が活発で

あることも鉱工業生産を刺激しているものと思われる。

　アムール州では、地下資源の採掘、特に金（48.5％）及

び非鉱物建設材料（砂利等）（49.1％）の採掘が大きく伸

びた。これらよりも低いものの、製造業全体の伸び率も

14.2％という高い水準だった。投資も活発で、前年同期比

50.0％増加した。１～９月の供用開始住宅床面積は12.7万

平方メートルで、前年同期の２倍以上となった。

極東ザバイカル発展プログラム改訂作業の遅れ

　ロシア連邦政府は2009年12月に「2025年までの極東バイ

カル地域社会経済発展戦略（以下、極東発展戦略）」を発

表した。同戦略を公式に承認することを定めた2009年12月

28日付、政府通達2084-r号には、地域発展省など関係省庁

が同戦略を踏まえて極東ザバイカル発展プログラムの改訂

版を策定するよう指示する規定がある。具体的には、現行

の連邦特定目的プログラム「2013年までの極東ザバイカル

地域経済社会発展」をベースに、プログラムの対象期間を

2018年までに延長すること、対象地域にイルクーツク州を

加えて「極東バイカル地域」のプログラムとすることなど

が想定されていた。ところが、２年を経過した時点でも改

訂は実現していない。

　この間、何も行われていないわけではない。2011年３月

31日には、極東発展戦略の実現にかかる事業計画が政府承

認（政府通達第553-ｒ号）を受けている。同計画中の全69

項目にわたる事業のうち、筆頭にあげられているのが連邦

特定目的プログラム「2018年までの極東バイカル地域経済

社会発展プログラム」の策定を含む、同地域発展の国家プ

ログラムの策定である。少しややこしいが、ここでの「国

家プログラム」は、「連邦特定目的プログラムの策定」の

ほか、ウラジオストク市の発展や少数民族居留地の発展な

どを含むものとして記述されている。この国家プログラム

の策定は2011年第２四半期までに行うことになっていた

が、2011年末現在で公表された形跡はない。

　2011年12月22日に経済発展省が開催した連邦特定目的プ

ログラムに関する関係省庁会議での同省の報告によれば、

極東ザバイカル発展プログラムの改訂版は、策定省庁（地

域発展省など）に差し戻しとなっているとのことである。

　現行プログラムがあと２年間有効であるとはいえ、予算

確保という点では、準備が遅れている。ロシア連邦の予算

は、３か年の中期予算のシステムと採用している。2011年

11月末に成立した予算は2012～2014年を対象としている。

その中で、極東ザバイカル発展プログラムに関する予算は、

2012年に679億ルーブル、2013年に429億ルーブルを計上し

ているのに対し、2014年には地方自治体への補助金分とし

て140億ルーブルを計上しているに過ぎない。もちろん、

プログラム策定の暁には、予算を積み増しすることが前提

となっているものと思われるが、十分な額が確保できるか

どうかは予断を許さない。

 （ERINA調査研究部主任研究員　新井洋史）

1 2011年12月22日付、プレスリリース。http://www.sollers-auto.com/ru/press-center/news/printable.php?print=1&id35=599

鉱工業生産高成長率（前年同期比％）
2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 10・1-6月 10・1-9月 11・1-6月 11・1-9月

ロシア連邦 8.0 5.1 6.3 6.3 2.1 ▲ 10.8 8.2 10.2 8.9 5.3 5.2
極東連邦管区 7.5 2.6 4.2 22.6 17.9 3.5 7.4 13.8 8.3 7.4 9.8
サハ共和国 12.5 ▲ 6.6 0.0 0.2 3.5 ▲ 8.7 17.5 17.3 17.1 11.7 14.2
カムチャッカ地方 0.3 6.6 1.6 3.9 3.0 ▲ 7.5 5.0 10.4 4.4 17.3 18.2
沿海地方 17.8 19.7 12.6 1.0 8.6 ▲ 4.5 11.5 9.5 7.7 22.8 21.1
ハバロフスク地方 1.7 4.5 ▲ 10.7 9.1 ▲ 12.1 ▲ 5.2 24.7 29.1 28.2 12.2 9.9
アムール州 0.2 ▲ 4.3 4.7 6.4 11.5 10.6 4.6 6.1 0.6 17.2 21.0
マガダン州 ▲ 4.4 2.6 ▲ 11.2 ▲ 7.3 1.1 5.9 3.8 11.5 6.9 1.0 6.3
サハリン州 9.3 12.7 31.1 2.1倍 ▲ 13.0 21.9 1.2 12.2 3.2 1.9 5.7
ユダヤ自治州 1.0 3.0 4.2 10.5 5.2 ▲ 8.3 1.2 5.0 5.0 5.6 5.4
チュコト自治管区 6.2 20.4 ▲ 9.1 ▲ 11.2 3.1倍 38.1 ▲ 6.2 1.2 ▲ 2.9 ▲ 6.3 ▲ 4.9

（出所） 『ロシア統計年鑑（2009年版）』；『ロシアの社会経済情勢（2009年第１四半期、９月；2010年12月、2011年３、６、９月）』；『極東連邦管区の社会経済情勢（2010
年第１、第２四半期）』（ロシア連邦国家統計庁）。
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固定資本投資成長率（前年同期比％）
2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 10・1-6月 10・1-9月 11・1-6月 11・1-9月

ロシア連邦 13.7 10.9 16.7 22.7 9.8 ▲ 16.2 6.0 1.3 3.7 2.7 4.8
極東連邦管区 40.3 7.4 2.3 18.9 7.8 29.9 ▲ 1.9 ▲ 16.9 ▲ 9.4 54.5 33.4
サハ共和国 5.7 30.2 2.1 92.2 12.0 99.5 ▲ 42.7 ▲ 61.9 ▲ 53.9 18.6 19.1
カムチャッカ地方 ▲ 26.3 12.0 5.2 33.5 1.5 ▲ 8.0 7.1 169.8 13.3 ▲ 6.3 ▲ 15.0
沿海地方 8.3 29.3 6.4 20.6 33.7 60.8 17.1 ▲ 3.9 13.4 55.0 42.7
ハバロフスク地方 23.7 1.8 8.7 22.9 1.6 0.1 27.4 72.9 31.2 23.5 20.5
アムール州 3.2 ▲ 5.3 5.1 38.9 21.8 34.6 14.1 5.3 9.5 82.2 50.0
マガダン州 15.2 5.3 23.9 28.7 2.4 ▲ 19.6 ▲ 19.2 ▲ 13.3 ▲ 2.7 48.2 25.5
サハリン州 2.8倍 1.7 0.3 ▲ 18.1 ▲ 6.7 ▲ 32.1 7.8 11.7 14.1 2.0倍 44.6
ユダヤ自治州 2.1倍 54.5 ▲ 1.2 20.3 ▲ 18.5 ▲ 10.2 2.1倍 193.4 2.3倍 2.0倍 51.7
チュコト自治管区 ▲ 35.9 ▲ 38.6 ▲ 38.6 1.6 37.5 34.5 ▲ 68.9 ▲ 94.8 ▲ 77.4 2.9倍 62.5

（出所） 『ロシア統計年鑑（2009年版）』；『ロシアの社会経済情勢（2009年４、10月、2010年１、10月；2011年１、４、10月）』;『極東連邦管区の社会経済情勢（2010
年第１、第３四半期；2011年第２四半期）』（ロシア連邦国家統計庁）。

小売販売額成長率（前年同期比％）
2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 10・1-6月 10・1-9月 11・1-6月 11・1-9月

ロシア連邦 13.3 12.8 14.1 16.1 13.5 ▲ 5.5 4.4 3.4 4.4 5.3 6.2
極東連邦管区 10.3 12.5 12.9 11.2 10.4 0.2 3.4 4.3 4.8 3.3 3.7
サハ共和国 2.3 5.5 8.6 7.4 7.6 2.1 3.6 2.8 4.3 2.2 2.4
カムチャッカ地方 2.4 5.3 10.8 12.8 9.4 2.0 1.6 0.3 0.8 1.5 1.6
沿海地方 15.6 19.0 12.9 11.8 9.9 ▲ 2.9 1.4 1.5 1.7 2.2 1.7
ハバロフスク地方 10.2 13.5 13.3 15.3 7.9 3.8 6.2 2.8 5.3 2.7 1.5
アムール州 16.9 10.6 13.7 12.0 12.8 ▲ 2.5 6.0 5.2 4.5 14.0 18.2
マガダン州 2.3 8.3 9.6 10.0 3.1 ▲ 1.4 3.7 6.4 5.5 2.1 1.5
サハリン州 14.9 14.6 22.1 7.9 20.0 0.2 1.6 14.0 13.0 1.5 4.1
ユダヤ自治州 15.2 9.5 5.4 6.1 8.1 1.9 1.5 2.8 2.7 0.2 0.4
チュコト自治管区 ▲ 6.3 ▲ 1.3 6.4 12.9 26.3 ▲ 0.3 8.2 20.0 6.6 ▲ 1.8 ▲ 2.0

（出所） 『ロシア統計年鑑（2009年版）』；『ロシアの社会経済情勢（2010年３、９、12月；2011年３、６、９月）』；『極東連邦管区の社会経済情勢（2009年版、2010
年第１、第２四半期）』（ロシア連邦国家統計庁）。

消費者物価上昇率（前年12月比％）
2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 10・6月 10・9月 11・6月 11・9月

ロシア連邦 11.7 10.9 9.0 11.9 13.3 8.8 8.8 4.4 6.2 5.0 4.7
極東連邦管区 11.3 13.3 8.8 9.6 13.6 9.7 7.7 4.5 5.5 5.1 5.3
サハ共和国 10.8 12.1 11.9 9.0 12.5 8.2 6.0 3.7 4.6 5.4 5.8
カムチャッカ地方 11.3 21.5 11.6 10.1 14.8 10.7 10.2 6.3 7.7 3.8 4.8
沿海地方 10.8 12.4 7.1 9.7 13.5 9.5 7.0 3.0 4.1 3.8 3.8
ハバロフスク地方 13.8 13.6 8.7 9.8 14.1 9.5 8.1 5.7 6.4 6.3 6.4
アムール州 12.6 13.2 9.1 9.6 14.1 9.6 9.4 5.3 7.2 5.5 5.6
マガダン州 9.4 12.4 8.1 13.3 19.3 13.4 8.5 4.1 6.1 6.5 7.1
サハリン州 11.5 14.1 10.4 11.8 13.1 10.7 10.0 7.0 8.2 6.0 5.7
ユダヤ自治州 12.1 14.5 5.5 11.7 15.0 12.2 9.5 4.6 6.3 5.9 7.0
チュコト自治管区 11.1 15.3 11.2 7.5 9.9 17.2 1.4 4.6 2.2 4.1 4.2

（出所） 『ロシア統計年鑑（各年版）』；『ロシアの社会経済情勢（2009年３月、2010年６、９、12月；2011年３、６、９月）』；『極東連邦管区の社会経済情勢（2010
年第１四半期）』（ロシア連邦国家統計庁）。

実質貨幣所得成長率（前年同期比％）
2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 10・1-6月 10・1-9月 11・1-6月 11・1-9月

ロシア連邦 11.2 11.7 14.1 13.1 3.8 0.9 3.8 4.5 4.3 ▲ 1.0 ▲ 0.2
極東連邦管区 8.6 10.4 12.1 10.8 3.4 2.7 3.6 5.6 7.5 2.1 3.0
サハ共和国 6.1 5.8 6.1 5.1 8.6 1.4 2.1 1.8 3.2 2.6 2.1
カムチャッカ地方 5.9 6.8 7.1 8.7 4.9 3.6 6.4 13.4 9.5 4.1 5.1
沿海地方 14.7 15.4 15.0 10.6 4.0 4.7 6.4 8.1 9.1 6.7 5.9
ハバロフスク地方 6.9 8.5 14.3 12.1 ▲ 4.9 8.1 5.7 ▲ 2.5 9.1 ▲ 3.2 ▲ 1.3
アムール州 5.5 9.6 10.3 19.6 11.5 ▲ 3.2 ▲ 1.3 11.8 9.0 12.6 17.3
マガダン州 2.1 3.1 9.1 6.8 1.0 ▲ 0.9 1.8 ▲ 2.9 4.5 ▲ 4.6 ▲ 3.4
サハリン州 10.7 14.4 14.1 12.4 6.8 ▲ 2.6 ▲ 1.5 12.9 6.4 ▲ 7.9 ▲ 5.6
ユダヤ自治州 7.0 8.3 8.3 5.5 12.0 3.7 2.1 5.9 2.7 ▲ 1.8 ▲ 1.1
チュコト自治管区 ▲ 5.2 17.3 7.2 4.4 5.2 ▲ 7.9 ▲ 10.2 ▲ 6.7 ▲ 13.0 20.9 19.6

（出所）『ロシア統計年鑑（2009年版）』；『ロシアの社会経済情勢（2009年４月、2010年４、７、10月；2011年１、４、７、９月）』（ロシア連邦国家統計庁）。

平均月額名目賃金（ルーブル）
2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 10・1-6月 10・1-9月 11・1-6月 11・1-9月

ロシア連邦 6,740 8,555 10,634 13,593 17,290 18,795 21,193 20,145 20,438 22,277 22,622
極東連邦管区 9,115 11,508 13,711 16,713 20,778 23,308 26,066 24,634 25,043 27,766 27,890
サハ共和国 11,315 13,437 16,168 19,409 23,816 26,570 28,630 26,545 27,199 33,327 31,103
カムチャッカ地方 12,298 15,477 18,541 21,815 27,254 31,676 36,504 34,826 34,891 37,425 37,774
沿海地方 7,033 8,926 10,903 13,174 16,805 19,002 21,895 20,841 21,128 23,080 23,379
ハバロフスク地方 8,948 11,336 12,888 15,884 18,985 20,995 23,064 21,667 22,107 24,404 25,159
アムール州 7,354 9,392 11,111 13,534 16,665 18,846 21,843 20,732 21,015 22,773 23,311
マガダン州 11,175 14,673 17,747 22,102 28,030 33,027 37,646 34,415 35,837 39,578 40,955
サハリン州 11,711 15,243 18,842 23,346 30,060 33,261 35,808 34,579 34,946 36,140 36,770
ユダヤ自治州 6,514 8,190 9,529 11,969 15,038 16,866 20,247 19,741 19,692 21,785 22,056
チュコト自治管区 18,618 23,314 25,703 30,859 38,317 42,936 47,383 45,657 45,430 50,137 51,306

（出所） 『ロシア統計年鑑（2009年版）』；『ロシアの社会経済情勢（2009年４月、2010年１、10月；2011年１、４、10月）』；『極東連邦管区の社会経済情勢（2010年
第２四半期；2011年第２四半期）』（ロシア連邦国家統計庁）。




